
今
年
度
の
公
文
書
館
講
座
は
、
八
月
二
八
日
の
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
講
座
（
第
二
回
）
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
解
読
講
座
第
三
回
「
郷
土
資
料
を
よ
む
」

か
ら
、
「
渋
江
和
光
日
記
」
に
登
場
す
る
話
題
で
す
。

＊

＊

＊

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
六
月
、
渋
江
和
光
の
家

臣
・
駒
野
目
六
兵
衛
に
書
状
が
届
き
ま
す
。
差
出
は
角

館
の
組
下
給
人
・
河
原
田
新
右
衛
門
で
、
近
い
う
ち
に

一
泊
で
久
保
田
に
出
府
し
た
い
と
い
う
旨
を
伝
え
る
も

の
で
し
た
。

さ
て
、
こ
の
書
状
に
「
我
等
へ
為
見
候
様
ニ
と
て
」

あ
る
書
付
の
写
し
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
会
津
松
平
肥
後
守
様
（
松
平
容
敬
）
の
領
内
池
田

村
に
惣
兵
衛
と
い
う
百
姓
が
お
り
、
「
御
年
貢
已
ニ
闕

所
ニ
相
成
」
家
財
を
取
り
払
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
、
棟
木
に
一
つ
の
箱
が
。
中
に
は
一
包
の
証
文

が
入
っ
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
と
い
う
の

で
す
。 棟

木
に
謎
の
箱
が
…

中
身
は
あ
の
英
雄
の
書
状
？

養
米
借
用
之
事

一

此
度
北
狄
海
へ
渡
為
養
米
と
粟
七
斗
借
用
候
、

若
帰
国
無
之
候
節
ハ
時
之
将
軍
へ
可
願
裁
断

も
の
也

伊
予
守源

義
経
判

文
治
四
年

武
蔵
坊

四
月
十
八
日

弁
慶
加
判

筆
者

亀
井
六
郎

池
田
村

惣
兵
衛
と
の

文
治
四
年
と
い
え
ば
西
暦
一
一
八
八
年
。
源
義
経
が

藤
原
秀
衡
の
も
と
に
身
を
寄
せ
た
翌
年
で
す
。
す
で
に

秀
衡
は
亡
く
、
こ
の
年
二
月
に
は
義
経
追
討
の
宣
旨
が

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
翌
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
、

秀
衡
の
子
泰
衡
の
襲
撃
を
受
け
た
義
経
は
、
衣
川
で
そ

の
生
涯
を
終
え
ま
す
。

し
か
し
、
実
は
義
経
は
生
き
て
お
り
、
蝦
夷
島
（
北

海
道
）
に
渡
っ
た
と
す
る
説
が
「
義
経
北
行
伝
説
」
で

す
。
こ
の
伝
説
、
江
戸
時
代
に
は
広
く
流
布
し
て
お
り
、

惣
兵
衛
の
家
か
ら
見
つ
か
っ
た
証
文
は
そ
れ
を
裏
付
け

る
か
の
よ
う
な
内
容
で
す
。

さ
て
、
こ
の
証
文
は
会
津
の
役
所
か
ら
幕
府
へ
提
出

さ
れ
、
惣
兵
衛
は
江
戸
に
呼
び
出
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で

何
が
言
い
渡
さ
れ
た
の
か
？

続
き
は
公
文
書
館
刊
行

の
「
渋
江
和
光
日
記
」
第
七
巻
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
企
画
展
に
お
出
か
け
の
際
は
、
ぜ
ひ
閲
覧
室
で
ご

覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
鍋
島

真
】

「
渋
江
和
光
日
記
五
八
」（
Ａ
二
八
九
―
三
一
九
―

五
八
）
よ
り
、
文
政
十
二
年
六
月
六
日
の
記
述
。
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二
階
特
別
展
示
室
に
て
企
画
展
「
藩
政
期
の
秋
田
」
を
開
催
中
で
す
。

前
期
展
示
は
９
月

日
（
水
）
ま
で
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
！
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伊
勢
信
仰
は
神
明
信
仰
と
し
て
最
も
広
く
民
間
に
浸

透
し
た
信
仰
だ
と
言
わ
れ
、
殆
ど
の
村
や
町
に
勧
請
さ

れ
て
神
明
社
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
人

々
は
「
お
伊
勢
講
」
を
組
織
し
、
代
表
が
代
参
と
称
し

て
お
伊
勢
参
り
に
旅
立
つ
の
が
常
で
し
た
。

秋
田
藩
で
は
、
五
年
ご
と
に
伊
勢
神
宮
へ
の
代
参
を

行
う
の
が
恒
例
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
伊
勢
に
近
い

大
坂
詰
の
藩
士
が
こ
の
任
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
文

政
十
年
（
一
八
二
七
）
、
当
時
大
坂
蔵
屋
敷
詰
役
で
あ

っ
た
介
川
東
馬
が
代
参
を
命
じ
ら
れ
、
代
参
を
済
ま
せ

た
そ
の
時
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
Ａ
Ｈ
二
九
二

―
四
五
）
。
東
馬
（
緑
堂
）
は
こ
の
時
期
勘
定
奉
行
兼

銅
山
奉
行
で
、
大
阪
蔵
屋
敷
留
守
居
役
で
も
あ
り
、
勘

定
方
と
し
て
も
重
要
な
任
務
を
負
っ
て
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
三
月
十
一
日
に
出
発
し
ま
す
。御
館
入
（
大

た
ち
い
り

坂
商
人
、
藩
と
の
取
引
商
人
）
達
は
暇
乞
と
称
し
て
前

日
に
来
訪
し
、
酒
を
飲
み
、
碁
な
ど
を
し
て
旅
立
ち
を

祝
い
ま
す
。
当
日
は
早
朝
蔵
屋
敷
を
発
ち
、
大
坂
か
ら

の
伊
勢
参
り
の
基
点
で
あ
る
玉
造
稲
荷
神
社
へ
参
拝
し

ま
す
。
参
宮
の
者
、
見
送
り
の
者
な
ど
で
ご
っ
た
返
し
、

「
け
し
か
ら
ず
に
ぎ
に
ぎ
し
き
事
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。

天
気
も
快
晴
、
東
馬
以
下
代
参
一
行
十
六
人
は
元
気
に

出
発
し
ま
す
。
こ
の
日
は
八
里
歩
い
て
、
奈
良
へ
は
夕

方
五
時
頃
着
。
宿
は
参
宮
の
者
で
大
取
り
込
み
、
近
年

に
な
い
参
宮
の
多
い
年
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。

翌
十
二
日
は
早
朝
よ
り
東
大
寺
の
大
仏
な
ど
、
奈
良

古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

伊
勢
参
宮
の
道
中
風
景

～
介
川
東
馬
の
御
代
参
記
録
か
ら
～

の
古
跡
を
見
物
し
ま
す
。
奈
良
を
出
発
し
、
初
瀬
へ
夕

は

せ

方
五
時
頃
着
き
観
音
を
拝
観
し
ま
す
。
桜
は
盛
り
で
早

や
満
開
、
絶
景
な
り
、
と
あ
り
ま
す
。
初
瀬
へ
一
泊
。

十
三
日
早
朝
出
発
。
山
道
で
す
が
、
相
変
わ
ら
ず
参

宮
の
人
多
く
、
揃
い
の
着
物
で
伊
勢
音
頭
を
唄
い
な
が

ら
通
る
者
達
も
あ
り
、
十
六
七
の
娘
で
鼠
色
の
揃
い
の

合
羽
、
ビ
ロ
ー
ド
襟
、
手
甲
脚
絆
が
見
事
に
華
や
か
な

五
人
組
、
婆
の
娘
孫
を
連
れ
た
者
、
三
宝
荒
神
・
二
宝

荒
神
（
馬
の
乗
り
方
）
に
て
馬
に
乗
っ
た
者
、
垂
れ
駕

籠
に
乗
る
者
、
思
い
思
い
色
々
で
あ
る
と
あ
り
ま
す
。

街
道
両
側
の
茶
屋
に
は
、
何
講
と
染
め
上
げ
た
も
の

三
四
十
本
ば
か
り
ひ
ら
ひ
ら
と
掛
け
、
往
来
の
者
を
呼

び
込
む
茶
屋
女
の
声
、
雀
の
さ
か
子
を
打
つ
よ
う
だ
と

あ
り
ま
す
。「
お
休
み
な
さ
り
ま
せ
」
「
湯
も
沸
い
て
お

り
ま
す
」
な
ど
声
々
に
、
旅
人
を
無
理
無
理
と
引
込
み
、

突
き
の
け
逃
げ
る
者
も
あ
り
、
誠
に
面
白
い
光
景
だ
と

あ
り
ま
す
。
今
夜
は
阿
保
泊
り
、
大
勢
の
客
の
湯
へ
行

あ

お

く
物
音
が
夥
し
く
、
自
分
の
湯
は
別
風
呂
で
す
が
、
簾

一
つ
隔
て
た
隣
の
湯
へ
は
男
女
二
三
人
ず
つ
一
緒
に
入

る
様
子
。
湯
の
中
で
は
「
お
前
さ
ん
何
処
で
ご
ざ
り
ま

す
」「
私
は
播
州
（
兵
庫
県
南
部
）
で
ご
ざ
り
ま
す
」「
何

日
に
お
立
ち
な
さ
れ
ま
し
た
の
」な
ど
と
高
々
と
話
声
、

種
々
現
在
に
も
通
ず
る
風
景
で
あ
り
ま
す
。

十
四
日
は
難
所
の
阿
保
峠
を
越
え
ま
す
。
昨
夜
の
雨

の
故
か
桐
油
合
羽
、
笠
傘
を
持
っ
た
者
も
あ
っ
て
誠
に

と
う

ゆ

は
か
の
行
か
な
い
歩
き
方
で
す
。
峠
を
下
っ
た
所
で
、

泣
い
て
い
る
女
の
子
と
出
合
い
ま
す
。
年
は
十
二
、
播

州
か
ら
の
仲
間
十
八
人
に
は
ぐ
れ
た
と
の
こ
と
。
色
々

慰
め
の
言
葉
を
か
け
、
菓
子
や
餅
、
銭
な
ど
も
与
え
、

新
し
い
草
鞋
を
履
か
せ
る
な
ど
親
切
な
介
抱
の
結
果
、

よ
う
や
く
泣
き
止
み
ま
す
。
や
が
て
三
里
ば
か
り
の
所

に
十
四
五
の
男
の
子
が
待
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
十

一
二
よ
り
六
七
の
者
達
の
様
子
、
雨
で
悪
路
を
難
儀
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

今
日
は
松
坂
泊
ま
り
。
雨
で
道
悪
く
、
六
軒
茶
屋
で

日
暮
と
な
り
ま
す
。
松
坂
へ
の
伊
勢
本
街
道
で
雨
が
晴

れ
、
月
が
出
て
道
も
よ
く
松
坂
の
宿
大
和
屋
へ
八
時
頃

到
着
し
ま
す
。
宿
泊
の
者
三
百
人
。
座
敷
々
々
は
爪
も

立
た
ぬ
よ
う
也
と
あ
り
、
混
雑
ぶ
り
が
伺
わ
れ
ま
す
。

翌
十
五
日
は
快
晴
で
、
明
ケ
半
頃
松
坂
を
出
発
し
ま

す
。
伊
勢
へ
の
本
街
道
な
の
で
参
宮
の
者
の
往
来
夥
し

く
、
若
い
者
、
合
羽
・
浴
衣
、
袢
纏
の
揃
い
の
者
た
ち
、

ま
た
揃
い
の
胴
乱
・
合
切
袋
を
下
げ
た
グ
ル
ー
プ
な
ど

皆
「
ヤ
ア
と
こ
せ
い
」
と
声
を
合
わ
せ
、
笠
で
通
り
を

葺
き
詰
め
た
よ
う
な
様
子
だ
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
へ
到
着
す
る
と
宮
川
の
手
前
に
迎
え
が
出
、
久

保
倉
太
夫
家
ま
で
案
内
さ
れ
ま
す
。
久
保
倉
太
夫
は
御

た

ゆ
う

師
と
呼
ば
れ
る
御
祈
祷
師
で
、
伊
勢
神
宮
の
よ
う
な
大

社
は
全
国
に
御
師
を
派
遣
し
、
信
者
を
集
め
集
団
で
参

詣
さ
せ
る
な
ど
し
て
信
仰
を
普
及
さ
せ
た
と
い
い
ま

す
。
秋
田
で
の
御
師
は
武
家
を
久
保
倉
太
夫
家
、
一
般

領
民
を
三
日
市
太
夫
次
郎
家
が
担
当
し
、
毎
年
暮
れ
に

は
「
伊
勢
暦
」
と
「
御
札
」
を
配
布
す
る
の
が
恒
例
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
夜
は
久
保
倉
家
へ
宿
泊
し
、
御

祈
祷
・
神
楽
、
お
払
い
な
ど
で
代
参
を
済
ま
せ
ま
す
。

翌
日
は
内
宮
・
外
宮
を
参
詣
し
、
代
参
の
役
を
滞
り

な
く
済
ま
せ
ま
す
。
夜
は
古
市
に
泊
ま
り
、
話
の
種
と

て
伊
勢
音
頭
を
一
見
し
た
と
書
い
て
ま
す
。
古
市
は
元

遊
里
で
賑
わ
っ
て
い
た
所
で
す
か
ら
、
さ
ぞ
や
羽
を
の

ば
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

【
嵯
峨
稔
雄
】


